
【基本情報】

【健康経営戦略マップ】

従業員等の男女比率 常勤職員男女比(52:48)・全体(40:60)

従業員等の平均年齢 常勤職員43.5歳・全体48.6歳

拠点 8拠点45事業

健康投資の効果

従業員の健康課題

健康投資
健康投資施策の取組み
状況に関する指標

従業員等の意識変容・
行動変容に関する指標

健康関連の最終的な目標指標

健康風土の醸成

健康経営の浸透状況
サポート、組織的支援（POS）、

WSC等

目標年：2027年

方針実現のための
体制・環境

作成年：2025年9月

KGI

プレゼンティー
イズムの低減
（平均値の
10ポイント向

上）

ワークエンゲイ
ジメントの向
上（総合スコ
ア4点獲得）

健康経営
の目標

・職員の活力向
上により質の高
い福祉サービス
を提する

・組織の活性化
により幅広い福
祉サービスへの
拡充を図る

・ウェルビーイン
グの実現により、
自分を大切にし
ながら他者との
良い関係を構築
し、関係者全員
がより豊かにな
る

健康経営の
推進方針

対人援助において、
自身を主体的に
捉えて心身をコン
トロールするには、
職員一人ひとりの
心身が健康で、個
性や能力を最大
限発揮することが
不可欠であると考

える。
職員とその家族の
自発的な健康維
持増進活動に対
する支援と組織的
な健康づくりを推
進し、職員が健康
でいきいきと働くこ
とができ、福利制
度の充実度が高
まる組織づくりに努

める。

経営方針

ひとりの幸せの
ために、自分を
愛し、新たな
一歩に挑み続
け、地域と一
体となり、組織
は前進する

受診率・受検率
対象者率特定保健指導、二次健診の受診勧奨

メンタル不調者の低減

プレゼンティーイズムの低減

ワークエンゲイジメントの向上
職員満足度の向上

職務の充実度などの
自己評価

研修や施策の参加率ストレスチェックの実施と有効活用

食事や運動習慣に関する啓発施策・研修

体調やメンタル面に課題を抱えながら、自らでは何ら改善
に手が付けられず、漫然と職員のパフォーマンスが低下す

るプレゼンティーイズムが課題となっている

保健指導対象者、有所見者の低減

食事・運動習慣意識の変容休暇取得率・労働時間数

こころの保健室の活用や関連研修の実施

勤怠状況の改善施策（休暇制度）

ウェルビーイングアンケートの実施と分析

自己チャレンジシートの実施と対応

新規利用者の獲得によるサービスの浸透
売上増による利用者工賃への還元
地域の福祉インフラとして認められること

企業価値

障害児者・高齢者の生活環境の向上、「生きる喜び」の提供
視覚障害者にとって安全で暮らしやすい環境をつくる
福祉におけるネットワークハブとして機能すること

社会的価値

経営層からの発信数・アン
ケート回答率の向上

管理職の関与増加と関連
職種の役割明確化

組織的な関連制度からの
健康へのコミット


